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研究成果の概要（和文）：3 大ピラミッドの前調査により、トップ集団の精神文化と儀礼的行動の痕跡であるモ
ニュメント建築や埋葬について大量のデータを得たが、その集団の実体と政治体制が不明瞭であった。そのため
公的業務‐生活空間である「石柱の広場」の総合調査を開始した。航空レーザ3D測量により古代都市全域と周辺
区域の130㎞2の地図を作成、さらに長期発掘調査始動のため、トレンチ発掘を行った。予測した以上の成果（マ
ヤ王族との直接の関係を示唆するマヤ壁画の破片など）が得られたため、今後も愛知県立大学、メキシコ国立研
究所、アリゾナ州立大学、ボストン大学、ハーバード大学等との国際大型プロジェクトとして発掘調査を行う予
定。

研究成果の概要（英文）：We explored three major pyramids in Teotihuacan obtaining a large amount of 
data concerning symbolic activities at monumental architectures and burials. However, the identity 
of people and political structure responsible for these activities remained unclear. Therefore, with
 this grant we began to explore a large ceremonial complex called “Plaza of the Columns” which we 
believe served as public ritual, administrative, and living spaces for ruling entities. We first 
conducted LiDAR survey to create 3D maps covering 130 Km2 including entire ancient city and 
surrounding areas and began a long-term exploration with trench excavations. We obtained intriguing 
results more than we expected (like many Mayan mural fragments indicating direct contact with Maya 
elites), therefore we plan to continuously carry out intensive excavations as an international 
project with the Mexican national institute, Arizona State University, Boston University, Harvard 
University, and George Mason University. 
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１． 研究開始当初の背景 
（１） テオティワカンは、世界文明史の中
でもユニークな都市構造と宗教的意味を持
つモニュメントを内包する古代計画都市で
あった。過去 1世紀以上にわたるプロジェク
トにより、古代都市全体の正確な２次元地形
図が作成され、また都市の多様な建造物が発
掘・修復、また復元されてきた。遺構は世界
遺産となり、教育・観光のスポットともなっ
た遺跡公園では研究も継続され、住居、壁画、
埋葬体、また大量の遺物が出土しているが、
未だその主たる民族・言語・社会組織、また
政治体制など、不明な点も多かった。 
 
（２） 古代都市では宮殿や王墓が未確認
であることから、政治体制が共和制の民主的
国家か、また王政による軍事的な覇権国家な
のかの議論も続いている。我々が前科研費で
行ってきたテオティワカンの中心モニュメ
ント「月のピラミッド」、「太陽のピラミッド」
における発掘調査では、テオティワカン国家
のトップ集団に関する斬新な一次資料を提
供した。初めて調査されたモニュメントの心
臓部から集団生贄埋葬墓、さらに国家の大量
の象徴品が発見され、古代人の宗教的世界観、
王権の象徴体系、また国家儀礼や軍事体制に
ついての理解が進んだ。しかし為政者集団の
実体に関する物的資料はモニュメント調査
からは十分に得ることはできなかった。 
 
２．研究の目的 
（１） 本研究代表者（杉山）の過去 37 年
間の古代テオティワカンのモニュメント調
査結果を反映させ、本研究では古代都市を統
率していた為政者集団の実体を解明するた
め、まず総合長期調査の体制作りを目指した。
リーダー集団の業務・生活空間と思われる
「宮殿」タイプの建築群を試掘調査し、さら
に都市全域を把握する３D マップを作り、そ
して補完的踏査・空間分析を行って最終的に
都市の発祥から崩壊までの総括的解釈を目
指す。そのために、テオティワカンで最大規
模の宮殿施設であり、都市中心部にありなが
ら今まで全く発掘がされていなかった「石柱
広場」を長期発掘調査すべく、本研究ではト
レンチ発掘を中心に行った。 

 

 
（２） 発掘調査と並行して、古代都市全域
の航空レーダー測量（LiDAR）により、世界
で初めてとなるテオティワカン古代都市の
詳細な３D 地形図・建築図を作成する。前研
究であるモニュメント調査の成果や、本研究
の対象である国家の祭儀・業務・生活空間と
予測される「石柱広場」の考古学データを空
間的に組み込み、国家形成史を３次元的に再
構築する先駆的研究を目指す。LiDAR マップ
は、今後の古代都市研究に貴重な空間分析
（GIS）の基礎資料となり、王族、もしくは
上層階級のイデオロギー要素、政治・社会組
織、都市生活の理解に貢献する。 
 
３．研究の方法 
（１） 本研究はメキシコ国立考古学審議会
の許可を得て、現地メキシコの姉妹校ラス・
アメリカス大学やアリゾナ州立大学（ASU）、
またメキシコ国立人類学歴史学研究所
（INAH）との合同国際プロジェクトとして行
った。遺跡公園近郊のテオティワカン研究セ
ンターを拠点として、8 月～１０月にフィー
ルド調査（発掘・地図作り）を行い、年間を
通して現地作業員により遺物の整理と分析
の一部をメキシコにおいて行う。愛知県立大
学ではデータの解析、報告書の作成、成果の
出版準備等を行う。 
 
（２） LiDAR による古代都市と周辺地域を
含めた３D マップ作りは、専門の企業・研究
機関と共同作業ですすめ、セスナによる航空
撮影とスキャナーのデータ収集、また元素デ
ータの解析は専門家に依頼する。 
 
（３） 発掘は参加する他大学担当の地域と
区分し、愛知県立大学を主体とした科研によ
る本研究プロジェクトは、「石柱の広場」の
中心地域である中央広場とそれを囲む計５
つのマウンド調査を実施する。土器と黒曜石
については現地で発掘作業と同時に整理・分
析を続けて行い、他の遺物については専門の
研究者の統率のもと分析を行う。本学の持つ
斬新な測量/計測プログラム、改善されたＤ
ＮＡ・アイソトープ分析、また磁気・電気等
による表面探査、炭素 14・磁気年代測定など
先端の科学分析については、それぞれの専門
分野で業績のある研究者との共同研究とし
て実施する。 
 
４．研究成果 
（１） 航空レーザ 3D 測量（LiDAR）により、



古代都市全域と周辺区域を加えた130平方キ
ロメートルの地形/建築図を作成するための
膨大な元素データを得た。それらを本学が
1999 年以来作成してきたテオティワカン中
心部の 3D 建築図（AutoCAD）に合体させ、古
代都市全域の正確な復元図作成を目指して
いる。（以下は、その中心部分の LiDAR マッ
プ例）  

 

 
（２）国際プロジェクトを編成して、公的業
務‐生活空間と想定できる「石柱の広場」複
合体の総合調査を開始した。全体を５区域に
分割し、それぞれの研究機関がアメリカ合衆
国政府の科学研究費（NSF）により調査を担
当し、トレンチ発掘を行って複合体の全体図
と、建築の年代等の基礎資料を収集すること
ができた。（以下のマップで、黒塗りの部分
が実際に2015～2017年に発掘された区域で、
白枠が今後の発掘に提案された区域を示す） 

 
 
（３） 最終年度2016年に行った発掘では、
為政者集団に関わる儀礼広場、建築、壁画、
奉納品セット、埋葬、日常生活の考古資料が
出土し始めている。なかでも、2016 年夏の調
査で出土したマヤ人が描いたと思われる壁
画の破片は、マヤ都市国家との直接の関係を
示すのみでなく、マヤ人のエリート集団が在
住していたことを示し、他の（恐らく複数の）
民族集団とも密なトップ交流のあった政治
体制を示唆する。（以下は同地区出土のマヤ
壁画断片） 

 
 
（４） 予測した以上の成果が予備的な発掘
調査で得られたため、また発掘地区が都市の
中心地域に位置した広域建築複合体のため、
研究を継続発展させるための共同研究参加
をさらに広く他の研究機関にも呼びかけた。
そして昨年度からは、メキシコ国立人類学歴
史学研究所（INAH）やアリゾナ州立大学（本
学の協定校）のほか、アメリカの国立科学研
究費（NSF）の援助を受けたジョージ・メイ
ソン大学、ボストン大学、そしてロックフェ
ラー財団の基金を受けたハーバード大学と
の国際大型プロジェクトとして、愛知県立大
学がリーダーシップをとり発掘を継続する
計画である。成果は学会発表や出版により普
及し、さらに一般にも英語、スペイン語、そ
して日本語でのインターネット発信を始め
ている。（ホームページ・サイト： 
http://ppcteotihuacan.org） 
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